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　西欧封鎖断1絵では、概して、植民という社会現象は起らなかった。それは、封建制戟会の解休過
程、近代市民司:会０胎動期、云わば封建制歓会から市民社会へ０過渡期に、部署に現われ来った戟会
現象である。何故ならぼ、植民の素材的基礎たる、自由な労仙の伝統的祀会からの游離と、資本の集
積集中なくしては、｡近代初頭の植民的生産関係の創出は起り得なかったからである。
　植民とは、一般に、労仙（人口）・資本等０生産手段を、新しい地域に新しく再結合し、新たな生
産関係を形成する吐会現象であって、此０新しい生産関係の中に、生産手段、生活資料の供給と需要
を創造し、経済発展の媒介をなすも･のである。従って斯る生産手段の再結合によって創出される植民
的生産関係は、生産関係一般と同じく、その国家０歴史的な発展段階に於ける、一定の社会経済的関
係によって規定されるものであり、従って又、その戟会経済の発展段階に対応する政治的構造及び観
念形態によっても亦規定されるものである。之を例へぱ、十六世紀のスペインの植民的生産関係は、
封建的な、征服者的エンコミエンダ　encomiendaであり、十七匪紀のオランダのそれは、パ1ヽル｡－
ン制度pat roon system　と呼ばれるものであった。英国の初期資本主義下、前期Stuart朝籾に創
出された植民的生産関係も亦、こ01寺代の歴史的現実に対応するものにほかならなかった。
　王権と民権０政治的対立、国験主義と府験主義の宗駄的対立は、下部構造に対ける封建的要素とブ
ルジョア的要素と０矛盾対立を示すものであって、この動楼せる前期Slnarl朝期の社会経済的基礎
の中から創出された植民的生産関係は、そこに相矛盾する諸要素の夫々（Zﾆ）要求によって、創出された
も０にほかならす、従って多元的な創出主休の夫々の吐会的性格を担うものであった。それは冪に国
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家乃至は政府０重商主義政策の発動として、或は重商主義制度のー戎1とし七考察するには余りに複雑
多岐であり､･余りにも深く艇火的現突に根を訃ろすものであった。包括的な休系としての、英国の亜
商主義政策・政治的経済的統説慨はバ651年のクロムウェル０航泊凍例によって始めて実施されたＯ
であって、それは新興市民階級の政治的覇権の一応の確立を待って始めて巡行されたのである。その
前段階たる前期スチュアート朝下、創出期０植民的生産関係は、英国に於ける相矛盾し相桔抗する諸
吐会的要素０夫々０要求と性格を反映せしめっＸ、新大陸に創出されたのであった。従ってアメリカ
植民地は、そ０創立０初発から、自由な市民歓会を形成したのではなかった。
　こ０ヽあらはに、本国の祇会構造を、そ０矛盾せる多様性に於て表現した創出期の植民的生産関係
はヽ祓会の如何なる基礎過程に於て、如何なる範喘的ま休０下に、如何なる生産関係の諸形態を創出
じ｀ヽ形成された０であろうか。之を具休的に考察しようとするりがこの小戸の目的である。
　　　　　　　　　　　　　〔１〕植民的生産闘係創出の基礎過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　素材的基礎の形成づ
　前期スチュアート朝下英国に於ける桔民的生炭関係め創出は、やがてノールズＫJlloｗlｓの云う
「前哨帝国」Ｅnlpｈ ot'ＯutPo削S(註1）の基礎匁顧泣し、英囚初初資本主義発達へ０一大支柱
? ‐ ‐ ? ‐
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作出する過程にほかならなかった。而もこＸに創出された大量の浮浪者群・（自由なj）労彷を吸収す
るには未だ産業資本（Zﾆ）展開は云うに足りない。こＸに自由な労他一過剰人口という、植民的生産関係
創出に結合されるべき素材的基礎の７-つが形成された。　　　二
　封建的歓会構造が解体し､｀農村と都市の階暦分化を遂げ行く初期資本主義０形成過程は、同時に､植
民的生産関係創出０他の一つの素材的基礎即ち資本０蓄積され行く過程であった。初期資本主義時代
に於て､･植民冦動推進の媒休となった資本形態は、高度資本主義時代のそれとは異って、所謂前期的
資本であった。此０前期的資本は、生産と流通０両過程０游離、市場関係０未成熟な歓会０中にあっ
て、価格組織０相違を利川しっ!､、原始的に利潤を抽出するもりであるが、前期的資本は更に此０利
潤を原始的に生産面に投じて、即ち前貸制度一問屋制度puUJng-oul System O網を組織すること。
によって、生産面を支配しっｋ、益々前期的利潤を抽出する。他方こ０問屋制とならんで、ヨーマン
リを基盤とする資水制生産マｘフアクチヤが毛織物工業を中心として展開されるに至るが、こ０マヌ
フアクチヤも価値実現０ためには、前期的資本０媒介に頼らねばならなかった。前期的資本の側に於
ても、利潤抽出０市場拡大のためには、マタフアクチヤ０展開が、問屋制へ０強い対抗力どならざる
限り、必要であった。初期資本主義の耐:会過程は、前期的資本が、之等二つ０生産形態を実質的に支
配しっｋ、利潤を原始的に蓄積して行く過程にほかならなかった。このように前期的資本は、残存す
る封建的な歓会構造の中に存立０基礎を持つが、一方に貨幣財産を原始的に蓄積しっぺ他方（自由
な）労他力を創出しっＸ、資本主義成立への客観的諸条件を作出して行った。
　然し乍ら前期的資本０発達は、｡それ自休、全国的市場＝一価値法則的市場を形成し、自ら０前期的
利潤抽出０基盤を崩して行く。他方ヨーマンリを基盤として広汎に展開し来る農村工業・マタフアク
チヤ（産業資本j）は、前期的資本０生産支配に対する強力な対抗力となり、前期的利潤抽出の基盤を
浸師する。斯くて前間的資本は、自己の存立０六=めに、絶対主義０権力の擁護０下に。多数０独占形
態（そ０表現はmonopolized companieりを創出しっｋ、マタフアクチヤを抑制しようとする。こ
ｏ前=期的資本ｏ独占と産業資本ｏ自由の対抗は、エリザベス朝末期から、前期スチュアート朝期に亘
って、反独占運動をまき起した。（註3）従って前期的資本は、集中、独占を徐々強化し、買占独占、
産業独占に力を集中すると同時に、前期的利潤抽出の広き｡場を求めて、その巨大独占資本を､､海外に
投入した。而して問屋制生産は云うまでもなく、広汎に展開し来るマスフアクチヤも亦、その余抑l価゛
値実現０ためには、前期的資本の海外市場開拓に依存しなけれぼならなかった。此０故に、前期的資
本は、そ０集積集中した貨幣資本を海夕卜貿易に注入すると共に、他方植民的生産関係創出０方向叱進
出した０である。
　　　　　　　　　　　　　　　２　英國初期資本主義の市場的基礎
　前述０如き、植民的生産関係創出へ０素材的諸条件を形成する英国初期資本主義０市場的基礎は、
如何なる構造を持っていたであろうか。
　十七世紀牛ぼの共和政期に於ける英国の輸出入品目は次の如くであるが、之はエリザベス朝末期か
ら十七世紀前半にかけて０それと本質的には変りはないと思われる。（註4）
　　束印度貿易　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
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　　　輸出品目　地金銀、酒精、皮革品、鉛、毛織物（櫛撒旦……鉦者）
　　　輸入品目　胡限、生姜そ（Zﾆ）たの香料、キャラコ、絹、硝石、本橋糸
　　イーストランド貿易
　　　輸出品目　毛織物、羊毛製品、皮革製品、地金銀（ノールエーペj）‥　ヽ
　　　輸入品目　大麻、歴青、タール、マスト、オール、松板;牛脂、塩
　　ロシャ貿易　　　　　　　　　　　　　　　　　一犬
　　　輸出品目　毛織物、酒精
　　　輪入品目　加里、毛皮、塩、塩漬魚
　　ドイッ貿易
　　　輸出品目　毛織物、羊毛製品、錫、鉛、ビール、張吻
　　　輸入品目　帆布、亜麻、大麻、りんねる、葡萄酒、銅
　　ネザーランヅ貿易
　　　輸出品目　毛織物（未仕上品）、赤鉛、皮、硝子、赤鉛、陶器、絲騨
　　　輸入品目　大麻、網具、藍、ホップ、蝋製品、棒砂糖　’
　　　　　　　　ズペイこ／領ネザーランドからブルージュ糸、絹、綴織
　　フランス貿易
　　　輸出品目。毛織物、羊毛製品、長靴下、鍛鉄、特製糖
　　　輸入品目　絹、葡哉酒、紙、オリーブ、羊毛
　　スペイン貿易
　　　輸出品目　毛織物、魚類、帽子、靴下、レース、ガラス、土器
　　　輸入品目。酒、洋毛、地金銀、煙草、油鉄、藍、絹　　　　　　　　　－
　　ポルトガル貿易
　　　輸出品目　毛織物、魚類、靴、羊モ製品、皮製品、火薬、絹織物
　　レヴ了ソト貿易
　　　輸出品目　毛織物、錫、地金銀、イタリヤヘサージ、蝋、錫
　　　輸入品目　綿、生糸、大麻、乾葡萄、毛管、イタリャから酒そ０他
　　ギネア貿易
　　’輸出品目　毛織物、食糧品
　　・楡入品目　奴隷（西印度へ再輸出2）、象牙
　此の表に依って明ちかであるように、東印度貿易を除いては、何れ０海外市場に於ても筆頭楡出品
は毛織物であって、而も輸出０大宗をなしていた。之に依って箆れば、初期資本主義英国の対外貿易
の基本的関係は、毛織物輸出=1=船舶材料・生活資料・原料輸入なる等式関係に於て成立していた。之
が前回的資本の媒介過程であり、原始的利潤抽出の流通過程且つ原始的蓄積の過程であった。之は同
時に国内毛織物生産の余剰価値実現０過程であった。此０敗に、外国貿易０消長は、前期的贅本家に
とっても、毛織物生産者にとっても、はたまた、牛封建的国庫にとってもｍ大な問題であった。そこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
初期資本主義英国に於ける植民的生産関係の創出（糸曾）
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……:ｒ二-･ヅ゛'一･‘－･tヽヽ≒沁い、、
　　　　　　　　　　●　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●I　　’ll♂●で先ず十六世紀０外国貿易に於ける毛織物輸出０変化消長を、ロこ／ドンから輸出されたshort c oth
の量０増減に就いて見ると次の通りである。（註5）
　第一表
年　次　　一ヶ年の輸出蛋 年　次　一ヶ年の輸出蚤 年　次　　一ヶ年の輸出量
loOO　　　　　　　　40,124
1512　　　　　　　　60,644
:540　　　　　　　102,S62
1545－47　　　　　118,642
1550　　　’　　132,767
1551　　　　　　　112,730
3552　　　　　　　　84,068
3550―61　　　　　　93,812
　1562―G4　　　　　M,188
　1565→7　　　　　　1)5,128
　3568―70　　　　　　93､681
1571一一73　　　　　　78,204
　1574―76　　　　　J 00,024
　1577―79　　　　　　97,728
　1580―82　　　　　･.)?,002
　1583―85　　　　　101,214
158G一一88　　　　　　95,087
　1580―91　　　　　　98,806
　1592―94　　　　　30],678
　]598―］,600　　　　103,032
　次に十七吐紀前牛即ち前期スチュアート朝期に於ける貿易の好況、不呪、恐慌の波動を見ると次の
通りである。（註6）
　第二表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
貿　　混　　好　　況 貿　　易　　不　　況 恐　　悛、脱　　明
3GJ4.一一16
1618-2J
162G-28
1卵1一36
1598―1602
　1G28―2り
　]G?,S-:'.9
　1642一一43
16り3　疫病
1636―17　毛織物恐慌
1620―25　毛織物恐慌
j6匍飢饉疫病
　　　　　チヤールスー‘ig;w―n7　世の無私な独
　　　　　占賦与
16匍　疫病
1040―iO　内乱
　第一表はロン･ドンからの輸出であるが、英国の毛織物は大部分ロこ／|ごンから輸出されていたから、
之に依って英国全休の毛織物貿易の波動を明瞭に看取し得る。此０統計に依ると、十六･世紀牛ぼ迄
は、毛織物喩出は流星的上昇を示し、此０時期に、国内に於ては、耕地０牧場化、綜割運動、織物工
業の長村へ０移行、マスフアクチヤ０展開、前期的資本の飛躍的な原始的蓄積が行われ、外には、英
国０毛織物が北はバルチック沿岸から、南はレヴアこ／ト、アフリカの地まで行渡って行ったのであ
る。
　然るに十六世紀０後牛に於ては、表０示すが如く三度悲鯨均な貿易恐慌に陥り、且慢性的な停滞状
態に陥っている。（註7）此０不呪と停滞の時期に、前期的資本は、亘大貿易独占会吐を組織して√ヨ
ー？ツパ大陸及び束印度へ０直接貿易を開拓し、国際市場の拡大と独占に進出した。｡!555年０ロシヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5j）
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会社、1579年のイーストランド会吐、1581年のトルコ会吐、1588年のギネア会吐、1600年の束印度会
牡等々(Z:)創立がそれである。而もそれにも拘らず、十六世紀後牛０慢性的貿易不況に続いて、十七世
紀前牛も、第二表０通り、厘々長期に亘る貿易不況と恐慌に襲われている。英国初期資本主義０市場
的基礎は安定したも０ではなく、まことに波動に満ちたも０であった。外国貿易の不況と恐慌は、国
内に於ける前期的資本と産業資本と０対立に拍車をかけ､゛歓会矛盾を愈々尖鋭化した。前期的資本は
益々独占を強化し、産業資本は之を切崩そうとする。独占諭争の激化はまさに此(Zﾆ)時期であった。相
矛盾する社会０諸要素は、一つ０活路を求めて、植民的生産関係の創出に指向する。
　以上に就て、素材的条件の形成と、市場的基礎とに於て、植民的生産関係創出の基礎過程を考察し
た。斯る基礎過程を背景として、人口の移住、資本０海夕卜投資によって新世界に新しい生産関係を創
出し、失業を克服し、且つ市場と原恥ﾄ供給地を作出し、国民経済発達０基礎を確立しようとする植民
意識が、エリザベス朝末期から前期スチュアート朝期にかけて、吐会一般に高まって来た。
　ブリオニズふbnllionismの代弁者マリーンズMalyensは植民を過剰人口対策として述べ、叉貿
易差額論balance" of tradeの主張者ミツセルデンMisselrlenも植民こそ失業にエンプロイメン
ドを県えるも０と主張した。（註8) 1578年、1583年む両度肥亘って、東洋に達する北西航路発見０航
海に上ったサア・ハンフリー・ギルバートSir Humphrey Gilbert　も「現在我が国にトラブルを
呉えている貧しい人々を新世界に移住させ失業と貧困を解消すべきである。インディアンは毛織物の
消費者となり、移住者は英国商品０需要力を作る。」（註9）と主張した。ギルバー1ヽと共に1583年ア
メリカ北部に航海したサア・ジョージ・ペッカム　Sir George･Feckamも亦、市場の拡大と貧民に
仕事を呉えるため植民を主張した。「大量ｏ貧しい人口を新世界の農・鉱・漁業に従事させれば、エ
ムプロイメｙトを創造し、之によって織物ｏ販路が提供されれば、織物製造に関係ある技術家、織
工、羊毛商人、紡績工、漂白工、染工、仕上工、呉服商に大なる利益を卯･え、都市長村を隆盛ならし
める。………又北アメリカは、ヨーロッパ大陸の供給する資源即ち船舶川材料、大病、染料、亜麻、
毛皮、絹、魚、木材、金銀銅鉛等を供給するから、英国国民経済ｏ自給自足を助ける６」（註lo）叉リ
チャード・’｀クリ゜一一トRichard Hakli］ytも亦、そ０論文に於て、失業、貧困、怠惰が英国に充
満していて、之等０人達が反抗的で国０厄介物となっているが、こ０過剰人口０労他力を植民に結合
することに依って、英国経済０不可欠の資材、歴青、タール、大麻、網具、木材等を生産することが
出来、之によって新世界に毛織物需要が起り、織物に関係ある職業０仕事が増大し、怠惰もなくな
る、と涼べている。（註U) 160C年創立の植民会吐ヴァージュア・カムパユーの資金募集ｏ趣意書No-
Va　Ｂ､ヽjlaniaにも、浮浪人を移住させ、エムブロイメントを奥えて、新しい生産力に結合すること
は、英国内の祓会を満掃することにもなると云っている。（註19）同会吐の19L0年ｏ資金募集ｏ文書
に、
　　「ヴァごジ＝ヤは銅、鉄、船材、泥青、タール、加璽、染料、帆柱、索具、毛皮、酒、砂糖、等を
　提供することが出来るから、之等を、他国の御気嫌を伺い、大なる関税を払って輸入しなくと･もよ
、い。」と云い、又1620年０資金募集０文轡に゛も､｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）●
初期資本主義英国に於ける植民的生萱関係の創出（糸曾）
　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一
７
　汀ロシヤから毛皮、綱具、塩漬価を、ノールダエー、デンマーク’、ポーランド、ドイッからマス1ヽ、
　　クール、加里、大麻、スペイン、フランスから果物、酒、塩を、ペルシヤ、イタリーから絹を輸入
　　しないでも之等を産出し得る。」（註13）
　と述べている。､云うまでもなく、之等は誇張された宣伝文であるが、当時の文書（Zﾆ）中に、過剰人口０’
　移住、エムプロイメッ1ヽの創造、販路の拡大、原料資源の獲得等、時人の植民的生産関係創出への強･
　烈な意慾をくみヽとることが出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　・
　註( 1 ) L.C.A. Knowles、Economic DeveloBinenl of ilie O､･erseas Empi re、 1924、vol. 1、
　　　　　　pp ６－9
　　　（幻十七世紀に於ける囲培の連続にっいては、小松芳指著、「封建英国とその崩壊過程」278
　　　　　頁以下参照
　　　（３）初期独占にっいては、大塚久雄著、「近代資本主義０系譜」　中の論文、「初期資本主義
　　　　　　に於ける所謂独占に就いて」森修二「ビュリダン革命期に於ける独占の問題」西日本史
　　　　　　学第二号参照
　　　C4) W･Ｐ. Ashley、 Financial and Co､mniercJal Policy iinrler the Croi!fiwellian Pi-olec-
　　　　　torale, 1934、F184、P186.
　　　（Ｏ The Ecoinic tlisiorical Review、 vol.10、No.2に掲徴のJ.C. Fisherの統計
　　　(6) W.K. Scott、Ｅ!lglisli Joi?Siock Coinjpaiiieii、vol. I:、P.465
　　　（7）外国貿易の慢性的不呪（z:）外的理由に関する見解にっいては、W.E. Scot I、op. cH. P.lOl、
　　　　　G.L.BeoらOrigins ｏt･ British Coloial　Systei馬P.57　C”l!mil‘gliam, Tlie G゛ｏ゛til
　　　　　9r E11がisli Jndusd'y aarl Commerce, VOl n Purl [　pp. 231―236
　　・( 8 ) G.I.. Beer、op.ぷ.Ｐ･57
　　　C9) G.h. Beer、op. cit. P ３４、
　　　　　Hiiklnyi'3 Collection of "Voyages、 黒田謙一著「植民経済論」30頁－3L頁引用　、
　　　（1り) G.L. Beer、op. cil. P. 35
　　　　　　Hakluyt's Collection ｏt･ｖｏかges、黒田
　　　(11) G.L. Beer、op. cit. F. 65。黒田謙一、上損書4り頁－42頁引用
　　　（｡12) G.L. Beer、op. cit. p. 39、p. 40
　　　（賎）ibid、pp. 69―70
　　　　　　　　　　　　　　〔2〕植民的生産闘係創出の主体
　以上に依って明らかである如く、封建制吐会が崩壊し、近代市民吐会の形成され来る基礎過程０中
に、植民的生産関係創出０基礎的諸条仲が作出され、その再結合によって、新世界に、新しい生産関
係を形成し、人口過剰、市場、原料資源０諸問題を解決しようとする０であるが、之を主体的に見れ
ば、国内の相矛盾する諸要素が、内的に、片歌徒革命として矛盾克服（Zﾆ）方向に導くと共に、他方外的
に、植民的生涯関係の創出に依って、夫々矛盾克服の道を拓こうとしたのである。従ってその創出主
体の各々が、夫々の歓会的要求によっ七植民活勣を展開するのであって、必然、夫々の創出する植民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７）
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的生産関係は、夫々の歓会的、歴史的性格を担うものである。然らぼ、前期スチュフー1ヽ朝期に於
て、植民的生産関係創出の主休となったものは如何なる社会的範喘であったか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　１　専制君主●國家　　　　　　　　゛
　重商主義は「貨幣の増大に関心を持つ牛封建国家の国庫財政策と商業的諸独占との妥協の特異な表
現」であった。［註］）’従って国王は、前期的資本の巨大貿易・植民企業体に独占権を賦腸することに
依って、そ０反対給付を重要な財源とすると同時に、特許状に一項を加えて、貿易・植民企業０利得
の分前に腸と）うとした。然し乍ら恟、封建的要素に基礎を持つ専制君主ｏ財政的基礎は、十分誰固な
ものではなく、決して植民運動を主体的に実質的に推進する能力は決してなかった。而も膨脹しゆく
支出と､｡特に「無敵艦除」眼滅後十七世紀前牛を通じて（zﾆ）スペインとｏ交戦状態は、国王をして多額
の軍費を支出させ、国庫は常に窮乏し、国王はその補填策に窮々として、封建的課税を強化し、独占
梢を濫売し、遂に議会と衝突することｘなった。
　ニ’゛リザペス朝末期六年間の財政状態を見ると（註2）｡
　　及海軍支出費£3､988､245　　国庫収入£2､885,238　　一年平均赤字約£184､000
スチュアート王朝01606年に於ては､（註3）
　　国王負債£335､000　
計£735､000　　王妃負債£400､000
｝
斯る財政状態ではヽ国王即ち国家が笑質的に、植民的生産関係創巾）直接的主休とはなり得なかっ
たｏ「植民地はヽ国費public cllarge to ihe Sfale Ｏ支出尽よ､うて創立されたのではなく、木国の
諸個人が自己０資産０発達のために資本を提供した０であるＰ」（註4）
　　　　　　　　　　　　　　　２　貧　民　群（自由な勢働力丿
　貧民法０対象となり、過剰人口論の源泉となったあの大量の貧民胚即ち自由な労他力（植民０－つ
の素材的条件）は柚民的生産関係創出の主休となったであろうか。大全のプロレタリヤの存在は、単
に植民０素材的条件０一つ即ち労他を提供するに過ぎず、それ自休植民の主休となることは出来なか
った。一般に労幼力は常に資本に従瓜するものであり√自ら方向規定力とはなり得ない。殊に当時の
アメリカ移住は、多額の渡航費と、莫大な拓植費を必要とし、且つ遠く、未知の世界への移住は極
めて不安であったから、彼等は、自発的に柚民主休となることは決して無かったと云っても過言では
ない。当時０アメリカ渡航費を見るに（註5）
　　1619年　船０運賃……………£6｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　|計£20衣服食粗､道具……£14
　　1623年　ヴァージュアヘ六人逸るに要した費用………£･1t4 819 町
　　1(332年　メリーランドヘの運賃………j
斯る波航費は当時の貧民のよく支弁しうるところではなかった。移住後の開拓費、生活費にっいては
云う迄もない。貧民胚は資本に従属して行く０ほかなかったのである６ヴァージュアヘの移住者獲得
ｏ極めて困難であったととは、1G2L年ツァーシュア会社の総叙エドウイン・サンディスEdwin Sa一
面戸の下院での証言に明らかである。（註6）此０故に移住補助制や人頭権制度　hear! riglil System
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（82〉・
‐ ? ? ?
・’ゝ
　t,･
　　　　　　　　　　　●j/
初期資朱実義菜函叱於ける植民的生産関係の創出喋妬 ９
が探用された。ロッドッ市及びヴｊ祠y・・ず会戦(z)各'々が、波航費の牛ばを負担する移住奨励策をも
　　　　　　　　　　　　　　　　ｰに　●　　　　　　　　　　　　　　・　　　　●
探った。生産手段から游離した労仙は｡'植民的生産関係創出の素材的基礎の一つをなすにと･ごまり、
　　　　　　　　　　　　　　　　糾1
それ自体が、植民的生産関係創出のｊ　奇 はなり得Iなかった。　　　　　　　　　　　　　　　]囃=
　　　　　　　　　　7　　　　　　3ﾍﾞ　ﾖ'－マッリyeomanry
　片歌主役な･る観念形態を信奉し、中原階級の｢経済的諸徳の勝利｣(註7)に導いた満歌徒達は、反
　　　　　　　　　　　　　　　　４サー
王権的圖争(zﾆ)中橡となり、片激徒革々剣京動力となると共に、他方彼等の一部は、人間を外的に規定
する専制王権の支配を脆し、自己規定的な生活の基礎を求めて、新大陸に移住し、特徴的な植民的生
　　　　　　　　　　　　　　　　いへ
産関係を創出した。Ｎ(･ｗ Ply meｕUy､'･^Massacliusetfs　などNtnv Eno-landの植民地がそれであ
る。而して之等府激徒の中橡
ｙ・ロビンソンJohn Rob
ム・ブラッドフォードWiin
つた。“Filgi-im Ｆａｌ!!ers”､の指導者の一人ジョ
Inrlependenls　の牧師であり、他の一人ウィリア
ーマこ／の子であった。
　又満験徒革命の前夜、1(333年から1641.年に至る期間は、前激秘ﾐの大移住期“the Grea､t PnrilaH
　　　　　　　　　　　　　　　　丿｀　　　　　　　　　　　、
Migration”であるがヽその初頭、詐ﾄﾞﾀﾞ徒の中心地East Angliaの約二千名０ヨーマンが、同じ
く満激徒なるジェントルマン、ジョベ1φインスロープムJohn WinUirop に率いられて、Massacli-
iisettsBay Colony を建設した・（註ふｿﾖ二-・ンリ眸府激徒革命碓進ｏ三頌辿迫ると同時゛lヽ積極
的に、植民的生産関係創出の主休と'liなった。
　然し乍ら、彼等が独力を以て勅命七途行するには、資本の面に多大の困鄙があった。Pilgrijn
　･●-･Ｗ　・　－Ｗ　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
Fathersが、移住に先だって、移住遠退拓植資金０獲得に二ヶ年を要していることに於ても、之は
明らかであるｏ移任地は、V irgiiiiti^vGompany ｏ総裁エドウイン・サンディズEiUvin Sandys
　（東印度会吐副総裁）の斡旋によっ了拾得し、資金は多大０困難０後忙漸く、．ロンドン０「前期的」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　●｀　　　　　　　　　　　　　　　　●
資本家団の粧助によつｃ入手するこぺJk得た．
　Massachuselts Bay Colony
商業資本家団０融資を仰ぐ必塁
地均しは、脱に本国プリマス：
その指導者逢が、比較的裕昭な中産階級であった故に、
力で移住を遂行し得たが、それにも拘らず、云わｙ、そＯ
の下前期的」資本家団に依って:なされていた。彼等の組織
せる植民会戦New Eiiglanfl･Ｃｏｎ如卵yが、僕にその地の所有権、政治的支配権を由王から賦鮮さｰ･
れ、更に、該会吐の分身なるマサチ浪≒セッツ湾会戦がこ０地域の所有権と支配権を継承していたの
　　　　　　　　　　　　　　　　　､i‘一々
である。こ０ﾌﾐﾘ’ス資本家団の尚尚首を開ける地域にヽ｡該会戦０総裁０地位を勝取゜た満激徒
?ｏｌｍWinlhrop
｡がヽ多数の府装径岳移住させたのである。府駄徒なるyeoniianryの蜂住もｉ前
期的資本家団の先駆的進出を基礎どもて可能であつたと云い得゛る。
満駄律の「木移住期」に、約一頃六千名乃至二万名の府取徒が移住したが、このニュー・インダラ
ンド植民、即ぢthe
First PI小リion ｏｌ‘Ne､w　Englajid”の創設に要した費用は、下記のよう
　=凰」.-“’･-‘』〃f･一之｀ﾆf争⌒http://www...1｀に莫大な額に０ぼった。(註9) １・
移住者の波航費………£95･oｾﾞﾄﾞ’　　　　　‘．
牛馬羊豚山羊の運盆費（代価は也含せす）…………£12,009
.自給しうる迄の食糧準備……･;･.痢
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ･　糾χ ゛ys　　　　　　　　　　　　゛
’ｉｌ
（92）,･
¬
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　　鉄エ場設立によ否自己生産迄に要した釘硝今及鉄製品………£18､000
　　大砲武捌叩葵費………ﾕC 22 000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　訃£192､000
借款徒なるyeomanryは、植民的生産関係創出ｏ積極的な主休となったが、彼等の植民は、同じく
満款徒なる指導者途の出資によるか、或は直接ｏ、或は間接の「前期的」資本家団との関係に於て可
能であったことを看過してはならない。「植民ｏ動機の如何にもあれ、植民の手段を供給し、植民地
の貿易を維持したのは、母国の資本であった。」（註lo）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　前期的資本家
　植民的生産関係創出に不可欠の、最も重要な素材的条件は、前期的｡資本の蓄積であり、従って該関
係創出の最も重要な主休的要素は、前期的資本家であった。｀盾教徒の移住も、Pilgrim Fathersは
その財源を゜フドフ０投資団に負い、Massacliusefls　はPly､noulli投資団０既辱l也に創立され
たことは前述西通りである。満款徒の移住も、当時の資本の支配形態なる前期的資本の進出を前提ど
したのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　グI
　然らぼ、何故に英国の前期的資本が国内に踊践す芯ことなく、積極的に海外に進出したかの理由を
こいこ再び要約すれば、澗下の二’点に帰着すると思われる。
　ａ、英国前期的資本の寄性的性格の欠如。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀・
　β内生産力０増大、一価値的市場法則の貝倣によっｙ、･前期的資本ば、原始的利潤抽出の基盤を崩
されヽ他方前期的資本の生産支配一問屋制は、yeomanryを基盤とする広汎なinanii factlireによ
って激しい対抗を受け、前期的利潤抽出の基盤を浸飾され、必然国内独占を強化しっｘ、他方海外に
利潤抽出０場を求めざるを得なかった。
　ｂヽ市場的基盤０不安定。　　　　　　　　　　へ
　十六世紀後牛から十七世紀前牛に亘って、前期的姿本の利潤抽出の市場的基礎の不安定は、前期的
資本をして徐々海外市場の開拓に進出させた。その表現が、前期的資本の植民地の創設、更に植民地
産業へ０資本０原始的注入となった。　　　　　　　　　　　　　　。　・　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　χ斯る性格を持つ前期的資本の作用の下に、そのTragerたるロンドンｏ前期的資本家団を中心と
して、ic.()(;年、“The　Treasurer　and　Compii!!y of Aﾘventurers “ｎｄ　Plantersof ihe　City
of London for the First Colony l“ Virginia”（一名London Company、所用Virginia C-｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yoinpany)が設立ざれ、又その頃Ply monthの前期的資本家団に依り、"Tlie Treasurer aiirlＣ-
oinpany of Arl venturers　and Plaiilers of the City ｏtトPlymOLilii for仙e Second Colony
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－illｖirginia”（Ｎｅｗ EiiglaiiflCompanyの前身）が設立された。｀
　゜フドフの東印度会耐:（ﾌﾆ!出資者途を中心とするｙｈ･gijii.aCompaiw の設立に関しては、地金銀
を輸出し泊費材を輸入する束印度会吐に対する、毛織物工業に背景を持りbullioaistsや産業資本
家側からの激しい攻曜も、該植民会則:設立０直接の理由であったことは云うまでもない。（註リ）
　　「植民には多額の資金を要したから、初期の植民企業は、株式企業の形態で遂行されざるを得なか
った。その最も重要な会社はV lrgjnia Company であった。 ･●･･･｡････之は12年間に10万ポンド０資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ10）
初期資本主義英国に於ける植民的生壹関係の創出（糸曾） １１
金を泊費した。丁(註1.2)
　　「植民地は国費ｐubl｣c cha､1・geto ihe State に依つて創立されたのでは,なく七、………諸個人
ｏ投喪によつｔ設完されたのマあ,る。航奏費、芦1給自足迪成迄の生計ｃ)維持費ヽ開拓貨ｐために資金
が必娶であつた。植民地は資木家的企業ｏ投資場となり、実業家はこｘに投資した｡」（註13)
　まことに前期Ｓiuarｔ朝期に於ける桔民的生度関係創出の基盤を、広汎に、・主休的叱切開いたｏ
はヽ前期的資本ならびにそｏ Ｔrageｒたる前期的資本家であつた。移住者ｏ移住の励欧.は如何なるも
ｏであつたろうとも、・彼等ｏ移住を可能ならしめたのは、前期的資木の先駆的進掲であつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　封　建　貴　族　　　　　　へ
　国王ｏ官僚を槨成せる宮廷貴族及び国王に対し債梢を有す志貴族等の封建身分が、国王から新世界
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き航駱の発見に努むることを決議する。もしこの航海が可能ならぼ、会戦は此の通路によ
って、｀恐らく王国０モ織物を極めて自由に販売しっk､東印度「ヽ到達しうるであろう。」と
　　述べている。W. R. Scoti, op. cit. P.247
(12) Lipson, op. cH. P. 169
(13). Lipson, op. cil. P.167
　　　　　　　　　　　　　　（３）植民的生産関係の諸形態
　然らば以上に桧出された植民的生産関係創出０副:会的諦範聡則ら前期的贅本家、ヨーマンリ、封建
貴族は、夫々如何なる植民的生産関係を創出したか。こｋに生産関係と昧、資本と労仙０結合関係及
び所有関係の二つに於て理解する。この意味に於て、彼等は去声そ０本国に於ける吐会的基礎、そＯ
胎盤の性格に対応して、仰有（Zﾆ）植民的生産関係を創出した。　二卜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　前期的生産､関＼係ご
　東印度会社ｏ出資者なるロンドンの56のljvery co門戸xnies.(その代表者憾東印度会鯵総裁TI゛
onias Smitli)を中心として、UiJ6年国王のcharterの下に、しo Company が組織され､｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●-新大陸０北緯34度から37度迄０地域に於ける移民権、貿易独占権及び関税菟除の特権が賦呉された。
その三位要目的は、金銀０探索、東印度へ０北西航路の発見、土人･と０交易にあって、植民的企業より
もむしろ商業的性格を持っていた。 1‘!09年第二回Ｏcharter te"よって、Virginiaに於ける自由な
土地処分権と統治権が賦胆され、Virginiaは該会戦ｏ私領植民地となった。此の際(乙)出資応募者
､は上述の　面y ｃｏｍド面esと6ぶ'人の佃人であった。(註1)此の第二回の特許状によって、植民と商
　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　●　w-業が明確に一つの企業体の下に逐行されることけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　ズ……●
既得権が再確認されると共に、土地が拡大された。此ｏ↑則可等の利誤は無くヽ財政は困難に陥った
が、16ロ年煙草栽培が成功し、plant?10リ０可能性が現ばれﾌﾞ乱その後の煙草喩出額は、1口7年２
万ポット、1G27年5で'万ポンド、u;g2年237万ポンド余に上昇した。'(註2)
　　こＵ
配を開始した。註3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●－
　!2£10S株、一株に対して100エーカー。移住者も一抹０所有者として100エーカー。故に自費で波
　航する一株の所有者は計200エーカー。労他者一人七移入す冨佃民者拡50エーカー増加。
従って例えば一人０植民者が五株応募し、10人０労彷者を移入于れば、1」00エーカーが呉えられ六=。
斯くて大株主は、不在地主として、或は自ら植民者となって、個大な分割地を獲得し、且つ多数０労
仙者を逍り込むことに依って、更に自己の地所csiatesを拡大することが出来た。然し土地100エー
カーに付き、２シリンダ０「封建的な」免役地代quii-rt'iitを寫払う条件であったから｡、土地所有権
は、法的には依然として会祚に属し、従って土地所有関係は､‘云わｙ、倚封建的性格を幣びたfree
ho!(liiiijであった。然し現実には免役地代昧徴集されなかったから、自由な土地所有関係へと移
行した。’此０ﾆﾋ地分割の結果、大土地所有制度となり、前妙均資本家に依る大規模農業プランテー
シ９こ／制度p!ａ･iiatioii systeiii の企業形態が発生した。（註4）、かくて前期的資本家は、まさしくそ
の「前期的独占利潤を、原始的に、生産部面に注入した。」（註○’此ｏ前期的資本ｏ企業形態pi a-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 :〉　　　　　　　　レ
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Illation systemに結合された労仇力こそは、あの封建歓会から市民司:会成立への基礎過程に創出さ
れた貧民群(自由な労彷力)であった。此の労彷者の大量移入に促進的効果を界えたのは、｢人頭権
制度I liearl right systei!1 であってヽ波航費を負担して労他者を移入する‘植民者にヽそ０一人につ
き50エーカー０ﾆﾋ地が奥えられた。此(Zﾆ)故に植民者===農場主はそｐ贅本の多くを、労他者(Zﾆ)獲得に投
下した。前期的資本家は、大量０労他者を移入し、莫大な土地を獲得すると共に、彼等０労他力を収
取した。
　労他者も亦、移住者として一株の権利に対する100エーカー０土地を獲得する資格を持っていた
が､‘自ら渡航費を支弁し得ず、会祀或は植民者０負担に於て移住したため、之に対し、年季奉公人
jnfleated sservanls として、七ヶ年間不払労他の義務を負うた。七ヶ年を経過して始めて!00エーカ
ー０土地を支給された。此の間彼等は、農場主に人格的に隷属し、牛奴隷的な酷使０下に、そ０労他
力を収奪された。こり｢不自由な｣労彷こそは･plaufation
systemの基礎をなしだ。それは近代資
本主義下の｢自由な｣労他ではない。こｘに｢自由な｣労彷と資本の結合せる資本主義的生産関係
とヽｐｋ心雨on systei!ｌ とｏ根本的な相違がある○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　斯くて前期的資本と｢不自由な｣労他と０結合せる｢前期的｣生産関係が創出された。仙方之と並
んで発生した小株主及び移住者０自営農民的小規模生姦者は、plantation Systemの下に圧倒され
て消滅してしまった。(註6)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
　　　　　　　　　　　　　　　　　、２　ヨーマッ的生産関係
　満歌徒(Zﾆ)名を以て呼称される　yeomanワダヽNew　Engliuulに創出した植民的生産関係を、
Ｎｅ｀゛Plymontli植民地とMassacluiseits植民地とに於て考察する。
　PJlgri ｍ Fathersぱ７ｙ７の資本家団の資金援助に依って、ニュー・イン｡グランド会吐の特許
棺民地に移住したが、之は、一つ０合資組織を作り、押入(ﾌﾆ)ロこ／ドン商人が7000ポンドを出資し、資
本家はＨリントにつき一株を、自費波航者は二株を、仙人０負担に於て移住する者は一株を取得する
規定の下に遂行された。彼等は最初の数年間共営制を採川したが、1C2?.年土地分配を開始し六=。彼等
は　p'.iritaiiism CO本質たる天職Calling Ｏ精紳と、紳へ０禁慾的労他の下に、資本主義抑紳の成
立に寄界しっぺ自己労幼と小土地所有０独立自営践民として新大陸を開拓し六=。彼等は刻苦勤勉と
節約により、食糧自給、余剰生産に成功し、1.627年にはロこ／ドｙ資本家団の制肘を睨するため、年賦
償還ｏ下に、彼等から一切の権利を購入し、更に16.9年には、此ｏ地の原所有者New
Ｅ､^glillicl 会
吐から見許状を獲得して、その所有権を確立した。彼等は一切の財産、一切０土地を分配し、私有制
度を打建てた。Virginiaとは異って、牛封建的な願役地代quit-ventの支払義務はなく、全く純
粋に自由な土地所有制度が確立された。･ＮｅＭﾀﾞPlyinoulliの土地所有は、一人平均数十エーカーに
　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｉ
過ぎなかった。(註7)かくて、こいこは小土地所有(ﾌﾆ)独立自営農的生産関係が成立した。
　MiiSSuclniiSC'tlS Ｃ?叫y'は府歌徒なる　Jolin VVJudirop り指導下に､、East A)iglia o、yoo-
皿回的性格を持つ多数ｏ満激徒達が、絶対主義ｏ圧力と対外市場ｏ不況下に、BoBlon附近に創設
し衣=植民地であったが､(註8)彼等は前川1的資本家の勢力を抑え、前期的資本家が資本を当該植尺
地に注入することを抑止し、該会戦の前期的商業的性格を払拭しっ!､、自治植民地の方向に導いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 13 )
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特にこ□tﾆ移住した清激徒珪肺、移住資金を資本家団陀二負･うことなぐ、独立決行したから、会吐の拘
束を受けることは少くそ０届絆を早く排除することが出来た。土地は直ちに無料且つ無条件で分割さ
れヽ初発から土地所有権が直接農耕者に具えられ、彼等は自己労仙にｔ否独立自営農民となった。
Virginia .に於ては、形式的にせよ、菟役地代の支払義務なる牛封建的所有関係が成立したが、Ｍａ･
ssacliusetlsに於ては、斯る義務は全く無く、完全な土地所有権が発生した。そ０所有地も平均数十
Ｊ.－ヵ－に過ぎない小土地所有であって､(註9)かくてMassaclniseUs Colonyに於ても亦、。ヨー
マン的生産関係が形成された。
　'以上考察した如く、N e＼vEngland への移住者は、その祗会的基礎を本国(zﾆ) yeomanry K.持っ
ていたため、植民地に於ても、その祀会的性格を反映せる、自己労仙に依る独立自営０小規模農業と
自由な土地所有関係より成るヨー｡マン的な、植民的生産関係を創出した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　荘園的生産関係
　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　１荘園的生産関係創出の典型的植民地は、Lord Bajtimoreの和領植民地Marylajif]である。カ
トリック貴族Geoi-ge Calverl (Lord Ball)more)が、Charles IからVirginiaの一部を典え
られ、163?年その子Ceciliusが、之を相続し、国王に対する忠誠以外のすぺて０義務を見除され
てヽMarylandを設立したが、之に依って彼･は封建領主となり、土地の譲渡・貸晟･権、徴税権、海
関設ほ権を獲得し、且つ自由人達freemen乃至その代議会０忠告或は承認を得る限りに於て、植民
地法制定０権利及びそ０執行権を賦叫された。(註川領主は更に領内の裁判権、警察権、軍事権、自
治賦具０権等を具えられた。且つ領内に於ける第二次絨建Siibiiit'eiifiatjon･の権利即ち荘園設立の権
利をも具えられた。Lord Baltimore は全く封建領主叱ほかならなかった。
宗激的見地から之を見れば、Virg'uiaが国激徒０移住地、New England が府駄徒(z)移住地
となったことに対して、Maryluiidはカlヽリ､ツク翫徒０移任地となった。I 083年Marylaudへの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　Ｆ　　　　　　　　　　　Ｉ最初の移住者は､‘その知事に就任したLeonard Caiverl CCecilinsの弟j)、｡及び多くO Catholics
及び二人のJesuit牧師であった。(註11)　　　　　　　/　　　　・｡･
　Lorrl Baltimore Ｏ植民者へ０ﾆﾋ地賦擬条件は次０如きIも０であった。(註12)
　　｜、渡航費自弁０植民者には一名につき、100エーカー０賦具。　　　　　　丿
　　２、家族及び労仙者帚同のも･０には、そ０一人につき!00エーカ｡－、十六才以下のも０には卵エ
　　　　ーカー賦典･。
　　３、永住的に十六才以上五十才以下０男子五名を自費で移入する植民者には2叫"エーガー０土地
　　　　と、荘園設立０権賦具。
　　４、土地賦具は一切無償、但し一定９冤役地代支払０義務を負う。
かくてMiirjrlandに｀は大土地所有制到
叉副這|裁判所を持ち、荘園領主が裁牛|』権を行使する副詞が各地に設立された。(註13)｡1676年迄に、
Marylanflには約30ｙ)エーカーの荘閏が六十ケ所存在した。(註14)
　領主０収入は、強制的に徴集する封建的な昆役地代quU-rejii及び土地浪波料alienadon fee
　(曾て封建時代領主へ西上納金j)であり、全く封建的性格を帑びていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14)
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　此の様に封建貴■mcD私領植民地proprieiary ｃｏｌ叫yＫはヽそ(ﾌﾆ)封建的な歓会性を反映して、全く
封建的な植民的生産関係が創立された。
　然しこの様に封建的な所有関係､゛生蘆関係を持つ領主植民地も、結局商業的大規模農業planlaiion
叩Stｅｍに移行して行った。荘園内外に発生した多数Ｏ yeomaixも、結局plant ation Systemの中
に鹿皮してしまったことは荒し当然である。 1.G75年荘園設立の禁止後は、Marylaiiflは全面的に
planlation Sysieui Ｋ変貌した。
　以上の論行に明らかである如く，創出された諸々の植民的生産関係は，夫々本国内部に於ける創出
主休０司:会的性格に対応し六=紺造を持つものであり，創出主休の夫々の歓会的基盤から決して游離し
たものではなかった。動楼混乱せる前釧Sh:larl朝下，英国歓会内部の相重星し相矛盾する諸要素，
即ち，封建的要素｡前期的要素，市民的要素が，夫々の皿会的性格を幣びた歓会関係，生産関係を新
世界に創出したのである。　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　註（1）UpSonj op. cii. F.169, H. E. EgeHon, A Shoi-t History of British Colonial
　　　　　　Policy, P.26
　　　(2) G. L. Beer,.op. cil. P.192, H. V. Faulkner, American Economic History, P.67
　　　(3) (4:　Ｗ. Ｒ. Scolt, op. cil. P. 257　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　（０大塚久堆著，「近代資本主義の系譜」中の「初期資本主義に於ける所謂独占に就いて」63頁
　　｀（6j）j!idenled servanis の労他力に代って黒人奴隷の輸入に依る本格的なplanliili臨system
　　　　　への移行にっいては，菊地謙一，「アメ’リカ奴隷制度と近代願会の成長」祀会拉成史大系
　　　　第三部参照
　　　(7) J::I.V. Faulkner, op. cil. P.66　　　　　　　　　　　　｡
　　　vS) Adamiis, op. cjt. PP.121,137,141, Doyle, The English ill America. I he Piirilan
　　　　　Colonies,藤原守胤醤，「アメリカ建国史論」上巻258頁―2(iO頁
　　　(9 ) H. V. Faulkner, op. cit. P.GG
　　　(10) Godfrey Davies. The Early Stiiarls, 1603－1660 rP.34O― 311
　　　(11) G. Da＼うes, op. ci(. F..341　　　　　　　　　　　　　・ ｡
　　　(12)藤原守胤著上損書1.63―164頁から引用
　　　(i;^) G. Davies, op. cit. P.341 "Some of their dilates were large, were　kao^VJ^　as
　　　　　manors, ant) even had I he COUl‘ts baron “ｎｄ courts leet of English t'eiulalisin.”
　　　(14) Mereness, M“「ylaud丿s a Proprieta「Y Province, P.P.51―52ぺ藤原守胤著上損書ヽ
　　　　　164頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　語
　封建制吐会の解休から、近代資木主義祀会形成への基礎過程に於て、植民的生産関係創出への素材
的謬条件が形成されたが、之を新大陸に再結合して新たなる生産関係を創出せしめた一般的契機は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15 j）’
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過剰人口、市場、原料資源の諸問題を解決しようとする､国民経済確立の要求であった。然し乍らこの
基礎過程は、同時に、相桔抗し相矛盾する諸社会的要素を作出する祀会分解の過程にほかならなかっ
た。而も英国初期資本主義の市場的基礎の不安定は、この社会的矛盾を激化し、経済的対立は宗敬
的、政治的対立と結合し、前期Stuart朝期の英国歓会は｡√軋呻と綸争０頂点に到達した。贅本形態
に於ける前期的資本と産業資本０対立、生産形態に於けるm aniltactlireと問屋制y)u(ting-out sy-
stemと０対立、独占と産業０自由との対立、国王、封建貴族、国激会、独占資本家のダループと、
gentry, yeomen, i↑1小ブルジEIアジーのダループとの対立、之等諸々の対立は、政治的にはLoyal i-
stsとParliame?arjansとの抗争、宗敬的には国激派AnglJcajisと清敬徒Puritansとの抗争
として明確に表現された。之等の深刻な対立と矛盾は、結局、克服されなければならなかったが、国
内に於ては、満激徒革命として政治的解決の方向に導ぐと共に、外には、植民的生蘆関係の創出に於
て、その活路を見出そうとしたのである。従って植民的生産関係の創出を、その創出主休に於て見れ
ば、それは、封建吐会から近代市民吐会への基礎過程に発生した相桔抗し相矛盾する諸歓会的要素
０、矛盾克服へｏ努力の結果にほかならなかった。此の故に、夫々印刷:会的要素の創出した植民的生
　　　　　÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　Ｆ産関係は、創出主休の独自の歓会的、歴史的性格を担うも０であり、創設された諸々０植民地は、相
重昼し相矛盾する諸要素を包添する本国吐会の構造を、そのま火に移植したものであ､つた。従って創
出された諸々の植民的生産関係は、新大陸に於ける夫々の地域の自然的基礎と結合しっＸ、独自の衝
造と性格を持つ植民地を発達させた。　　　　　　　　　　　’
　斯くて英国０封建貴族は、純然たる封建的構造を待つ領主植民地を創立し、そ０領内には幾多ｏ第
二次封建的荘闘を設立し、こＵ
は、云ｏ特許植民地に、封建性ｏ残滓を伴う大土地所有制と、牛奴隷訥労仙に立脚するplan叫ion
Sys(emなる、前期的生産関係を句出した。然るにyeomanリは自由な小土地所有制と自己労仙に立
脚する独立自営的市民的生産関係を創設した。この植民的生産関係の三形態を、夫刈噺叙的に表現し
たのがヽJxｈリland, Virginia, New　］Suglaudの植民地であった。
　諸々ｏアメリカ植民地は、その初発から、民主的な市民吐会を形成したのではなく二その創出主休
ｏ司:会性に対応して、封建的、牛封建的、或は市民的な梢造を持ったｏである。
　然し乍ら、広漠たる大地の存在と、本来の伝統的歓会の欠如とは、移植された封建的残滓を早く払
拭し、自由な市民祀会を形成するに至る。而してアメリカ植民地ｐ発達過程に於ける、急速な民主的
牡会への進展は、限りなき広裴の大地に於ける、自由なﾆﾋ地所有関係の成立と、逞しい経済的発展と
に帰因する。然し｡’ドら、創出された生産関係ｏ北部と南部との性格の相違は、やがて南北戦争に於け
る止揚綜合をまたねばならない。
　他方、之等の植民地は、独自の性格を担う社会と経済を発達せしめっｘ、本国の生産関係に対して
還心的傾向を待つに至る。こｏ逡心的傾向は、浙歌徒革命期に於ける彼際ｏ独立行動と、他国との自
由な通商関係ｏ締結に表現された。こｊに於て、植民地の生産関係を、帝国的規模に於て、祀会総資
本の立場から、本国の生産関係に従属せしめる統制策が必要となった。この不可欠の要請は、満激徒
革命に於て、新興階級の政治的覇権が成立した時始めてCromwell c航海条例(1G5L)として具体
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化された。斯くて、創出された植民的生産関係は､､E米国初期資本主義のて大･支柱となる､に至る｡のマあ
る･。（終）（昭和26年9･月30口受理）
　　　　（附記　木論文は文部省人文科学研究費に依る「プユーリiタン革命の研究」の一環である。）
SUMMARY
　　　　　The "Formation of the Colonial Prod'uction System in　）
　　　　Ｅｎがand under Early Capitalism with Reference　to the･ ＼
　　　　American　Colonies under the Early Stuarts　　　　　｀
　　　　　　　　　　　　　　・by　Yohsliio　Iroso
　　　　　　　　QSeminur cびJ几心･｀y，芦品･ａに4,ヽisFaculty, Kocliiぴ柚･・･sUy').
　Ii* England, 11s !110denトeapUalislic society began to emerge t'roni t'ｋ decay of feucltふ
isl巧"free labour and the acciimulatioa of capilal”i (the･nGG'essary material conditions for
eslablifsl山唱the colonial proiliictJOR systenii); were already available.卜)1lier gGueね1; condi-
tions wliicli led 山ｅ inotlier country to establitilitlie system in (he New Wodd in opfler 拍
proiect lier national economy ぺvere　population pressure, 山e･rlemaurl for　wiclei: markets。
anr'l the need t°ora greater supply of raw materials. ｡　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　d
　But the lievelopi:卯ｎt of inoilern society in EI!gland bFOiight Various　social　iiatecests ie-
couoinic, polHical, and religious), into coぱlict and COmpc?IHion･FurtheFmore, the nneerl-
ainly of l!larkeis d〕roati, pariiGiilarly in woolen cloll卜augmented Uiis cout'lict:“貝d eeo-
noinic copt'licもeventually ｃｏｌ!ibiiaedlｗ川l poliiJcal aud rel:jgjous ｃｏぱlid, camφlo “ peak
under ibe early St“?ts. The cont'lict between conn:neccial and i･arlnstcial capit叫> the op-
position between the manntacture system “nd the p叫t柚g,‘ol!tsystei馬the co°petition be'
tweeii･即叫ＯＰＯ!y and t'μe ijiclnslry, and <he cont'roりtatio“ bet｀゛eeuthe king, feudalに如司s，
theダslate chnrcli, and monopoly-capHalisIs on ihe one hand and the gりltcy, yeomanry丿山d
bourgeoisie oa llie otheｒ－・U ゛e represented ill the struggle bet＼Y(?enthe Loyalists 皿d the
Parlimealariaus p('組紐My or beU゛eenヽthﾀAllg,1ic゛s ゛d P叩丿柚IS rel'igioﾘSly･
　But these oppositions had eveutnally to be resolved.　The result Ｗ“s the Pnritaa　Kevor
Intion: at lion!e aacl the colonial proclucliou System abroad. The GSlablisliment of colonies
was, ihns, くlireclly flue to social struggle “t　home.　For this reason. the confliciiag　social
ｉ?eresis established (heir own　respective protlnction syslems wliicli reflect (heir ｏ゛“social
叫1d 1心torical character. The ]弘glish　constitution　ｗ°s　(rausplanted　to　Anierjcりbut　I he
various colonies tliere cleveloped accordUig to (he social interests which　had establislierl
them, with some inocljfication, of course, clue (0 ualural environment. English t'euclallords
esiablis)!ed “ !nanorial product ioi! syste?゛ith a purely t‘cuclal conslituHon,　11“･niely the
proprieiary ｃｏ!ouy.　Marylantもliich was　given lo　Lord Bal山more by King　Charles　I,
　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.17〈〉.　　I
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is ““ example of this <yiw. He　i'ounclerl the col01!y lUlll　became　its　t'euclal　loi-d, ゛dJ
moreover, as he ｗ“s given けle rjghl of siibi?cuclation, tlie「(?ｗ(jｒemany estates callerl
manors wlijch had the courts baron and courts led ot' English feudal isi!1.The commercial
capitalists, on the other hand, based (heir colonial jsroclucljojiSystem ｏμthe OM'nership of
huge estates and semi-t'ciKlalisric ｐｌ“?atious foiinrled oil semi-slavery. Virgil!i“ is such “
colony.　The　P11｢°itans,　however,　l!lOSl　of　ｗ horn were　libcraトlliinkiiig yeoi!le哨ｅst“b'
lislicd“ sclf-supporling production systei!l based on s'!m1日and owncrsliip indepeiideul of
capitalists　and feudal lords. Plymouth anc'l■MassachuseHs
/i“
Ｎ‘ew EruTla･I!d　c“I!be　c'llecl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミas fypical･　　　　・
　From this point of view, it is clear tｈt‘American society M'as, from ihe ol!tBcl of Us
t'ounclation, neither free nor ciciリocriilic,but ratlier, more or l(?SS,fcniialistic.　Alllioungli
Ihe　t°““!li“‘g　colonistsin　:New　England　!lacl　won,　frO)!l　t lie　Outset,　(lie　righl of free
land　ownership, Uie　laiul liolfljngs jn tlic proprieiary colonies !verc given the planters
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6under feudal conclitions by the colonial company or Uie proprietors. But　o＼vjng　lo　l卜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1eがstence ot' Vast tracts of land and the lack of “ sociiil trarlitioiもthe Survivals ot･ Eng-
lish　t'ciidalism in　Americii M'cfe　soon wi･peel ou(, and a 1°I'ce,ficmoc｢alic^societyこcame
into being. The rapid progress of deo〕cracy in Ａ'!1erica was　mainly　due　to　the　eslab-
lislimcnt ｏt‘free laiu'l OAAiici･silipand (Iio prosperous economic flevclopnient of the vast
continent. But仙e“(Ijiistment of dぽfereiaces between tlie production SyStei:11S of Ihe
Norlh ami the South had to aM'iiil (lie Synthesis following (lie Civil W“「･
　Ｏ“ (he other lianrl, (ho American colonies began (0 develop, ceutrjfugally, their respec-
tive　cliaraelerislic　sooieties aurl econo?nics. This is most obvious rlnring the Puritan Reｖ‘
luljou when (lieAmeriean　coin?es cstiiblislicflc･om面?rcial relations with foreign countries,
ihdepcnflcntlﾀﾞof I he l叩tlier country.　Accordingly, i( became necessary for the　English
Goverjiment lo enforce　recjulalions in order to make the colonies　subortlinate to the pro-
iluetion Syslcm 0r the　inollier country.　As soon as ﾘle vJctoriouB parly obfaiiied political
　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　●hegciROiiy at'(er the Puritan Rcvolulioiも　tlip iiiilisjwiisableclem ami for regulation of the
AI!lericiia colon it'sｗ“S eぼectuatcd in thc“Navigation Acl” promulgated by Cromwell i11
!り51. In this way, (lie Various (ヽoloaialproduct ioiトSystems became a･111“iostay-of Ihe early
capilalism 0f England｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Keceived September a0， 1951)
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